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内容

1. ＯＳの機能を追加

2. 実用的なアプリ・クラウドサービスを活用

3. 最近の情報から

 Windows10の新機能

 廃棄パソコンの再生
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ＯＳの機能を追加
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Adobe Acrobat Reader DC

PDFの閲覧・印刷・編集
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機能

 ＰＤＦを閲覧するにはWebブラウザーでもできるが、
機能が貧弱なので、Adobe Acrobat Reader
DCを使うのがお勧め。

印刷機能が豊富。

文字を追加したり、文字を消去（上に重ねて見えなく
する。）することができる。
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インストール

 ここからダウンロードする。

チェックを外す
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https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/adobereader/


※インストール時の注意
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「窓の杜」からアプリをインストールするとき上のような警告が出るが、
「インストールする」をクリックしてインストールを実行する。



※インストール時の注意
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絶対にチェックを
入れないこと

インストールの途中で不要なソフトをインストールさせられるような「引っ掛
け」にあうことがあるので、そのようなソフトはインストールしないこと



インストール後の設定
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エクスプローラーを開
き、任意のPDFファイ
ルの上で右クリックし「
プロパティ」を開く

既定プログラムを「変更」す
る。

Adobe Acrobat Reader DC
を選択する。

PDFを開く既定のプログラムをAcrobat Reader DCに変更する。



ＰＤＦの閲覧 （無料で使える機能）
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【編集】
スナップショット
簡易検索

【注釈】

テキストボックス
追加

【表示】
表示の回転、ズーム
フルスクリーンモード 等

ＰＤＦの書き出し・作成・編集など有料の機能もある。



編集
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選択した領域を画像としてコピー

文字を入れてPDF文
書内を検索



表示
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プレゼンに
使える



注釈
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• 「注釈」をクリックすると注釈を追加する画面に切
り替わる。

• ツールの中から「テキストボックスを追加」する機
能を使う。



文字等の追加
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「テキストボックスを追加」をクリックし、追加す
る範囲を指定した後、フォント、サイズ、色、配
置を選択し文字を入力する。
（テキストボックスの大きさ、文字のフォント等
は入力後に変更することもできる。）

テキストボックスを右クリックし、「
プロパティ」を開き、境界線、境界
線の色、塗りつぶしの色を設定す
る。

塗りつぶし色を白にして、テキスト
ボックスのサイズを調整し、文字
の上に重ねることで、文字を消す
こともできる。

ここにチェックを入れると、この設定が
保存され、次回も同じ設定になる。



注釈機能の応用

 スキャンした紙の様式に文字入力して記入する。
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1. 紙の様式をスキャ
ンしＰＤＦ保存

2. Acrobat Readerで

開き注釈機能で文
字を入力

3. 印刷して提出



印刷（1）
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複数のページを一枚の用紙に印刷することができる。



印刷（2）
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拡大して複数の用紙に分けて印刷することができる。



印刷（3）
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ページの一部だけを印刷することができる。
（編集→スナップショットで印刷する範囲を選択した後、印刷を行う。）



印刷（4）
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パンフレット等の小冊子を作るときには自動的に割り付けて印刷してくれる。



Cube PDF Utility

ページ順序の変更、結合・分割、パスワードの設定
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インストール

 ここからダウンロードする。
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この先は、基本的に「次
へ」で進めていけばいい
のだが、余分なソフトを
インストールされること
の内容に注意。

https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/cubepdf_ut/


ＰＤＦファイルを開く
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エクスプローラーを開き、PDFファイルの上で右クリックし、「プログラムから開く」→
「CubePDF Utility」を選択



ページの順序を入れ替える
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動かしたいページをドラッグアンドドロップする。



挿入・抽出・削除
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【挿入】
別なPDFファイルを、選択したページ
の後に挿入する。

【抽出】
選択したページ（複数も可）を抽出し
別ファイルとして保存する。

【削除】
選択したページ（複数も可）を削除す
る。



パスワードを設定
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パスワードを入力しないと開けないように設定する。

パスワー
ドを設定

チェックを
入れる



Smallpdf

PDFの加工・変換など多機能なオンラインサービス
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機能
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ここからスタート

無料で１時間に２ファイルを変換・加工できる。

https://smallpdf.com/jp
https://smallpdf.com/jp


使い方（1）
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ファイルをここにドラッグ＆ドロップすると
変換が始まる。



使い方（2）
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変換が終わるとクラウド内にファイルができるので、それをダウンロードしてパソコン
に取り込む。



Chrome

世界中で最も普及しているWebブラウザー
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Chromeの特徴

 スマホ・タブレットでも利用でき、パソコンと同期し
て利用できる。

 「拡張機能」により、簡単に機能を追加できる。

最新のWeb技術に対応している。

 セキュリティ対策が充実している。

更新は自動的に行われる。
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インストール
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インストール手順

https://www.google.com/chrome/
https://www.google.com/chrome/
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1711/20/news029.html


ブックマーク（お気に入り）表示
 マイクロソフトのブラウザー（Edge,InternetExplorer）の「お気に
入り」の機能を「ブックマーク」という。

 ブックマークを常時表示させるには、メニュー（右上の縦三点）→ブック
マーク→ブックマークバー
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ブックマークに登録
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☆をクリッ
クする。



ブックマークをインポート
 Edgeなど他のブラウザーに登録されているお気に入りを、ブック
マークにインポート（取り込む）
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その他のツール
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【名前を付けてページを保存】
ページをhtmlファイルで保存
【ショートカットを作成】
デスクトップにページを開くアイコンを作成
【閲覧履歴を消去】

閲覧履歴やキャッシュされた画像やファイル
を消去
【拡張機能】
拡張機能を選択して追加



同期
 別のパソコンやスマホ・タブレットのChromeとブックマークや拡張機
能等の設定を同期できる。
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同期とは、ブックマークや拡張機能の追加等設定の
変更を行ったとき、それが他のデバイスにも反映さ
れること。



Mery

テキストエディタ
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テキストエディタとは

文章を作成することに特化したアプリで、「ワード」
などより軽快

文字の入力、削除、コピー、貼り付け、検索、置換な
どの機能があり、Windowsの「メモ帳」より高機
能

 メール、ＳＮＳ投稿、メモ、打合せ記録、投稿原稿等
の文章作成に使うと便利

39



インストール
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 ここからダウンロードする。

https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/mery/


設定
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使う前に、ツール→オプ
ションから設定を行う。

枠内を適切に設定する
。

設定例



設定（つづき）
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フォントとサイズを変更するこ
ともできる。



使用例
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